
2J20 ノーベル賞のマネジメント と 授賞選考システム 

一 キーバーソン へ のインタビューを 中，ど 忙して 一 

0 赤池伸一 ( 内閣府Ⅰ所在スウェーデン 大使館 ) 

1 . 序 

ノーベル賞は、 ダイナマイトの 発明者であ るアルフレッド ，ノーベルの 遺言に基づ 

き 1 9 0 1 年に創設された 賞であ り、 自然科学分野において 世界で最も権 威のあ る 

賞 であ る。 その選考・授賞プロセスは 如何なる政府、 団体からの独立を 旨としてい 

る 。 ノーベル賞は 、 授賞式等の運営、 資金管理等を 行 う ノーベル財団、 選考・授賞 

を行 う 授賞機関並びにノーベル 賞の普及啓蒙等を 行 う グループ法人が 相互に連携し 

あ って運営されている。 不発表では、 ノーベル賞の 運営の仕組みについて 概観する 

とともに、 キーパ 一ソンへ のインタビュ 一により、 その特色を明らかにしたい。 

2 . ノーベル貰の 仕組み 

( 1 ) ノーベル賞の 構成 

ノーベル賞はノーベルの 遺言では物理学賞、 化学賞、 医学生理学賞、 文学賞及び 

平和賞からなることとされている。 1 9 6 9 年より、 同様のプロセスにより 選考さ 

れる経済学賞が 追加された ( 正式には 「アルフレッド・ノーベル 記念スウェーデン 

中央銀行賞」 であ り、 ノーベル賞ではない 几 

( 2 ) 授賞機関 

・王立科学アカデミー 物理学賞、 化学賞、 経済学賞 

・カロリンスカ 研究所 医学生理学賞 

・スウェーデンアカデ       文学賞 

・ノルウェー・ノーベル 委員会 平和賞 

( 参考 ) ノーベル T 関係 組窩 

理事会 評議員 監査役 

i  Nobei  fomdation  1 事務局 ノーベル博物館 特別願 問 法律 頗問 
ノーベル名子博物館 
ノーベルシンポジウム 乗具合   
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  ( 分野に着目するのか 人に着目するのかという 問いに対し、 ) 「新規性」、 「科学 

界への影響」等の 観点から人に 着目して選ぶ。 予め分野を特定してということで 
はない。 ( 各賞事務局長より 多数 ) 

  前年度からの 候補者リストは 引き継がれ、 継続性に配慮している。 事務局長が 1 

0 午 以上在任するのも、 継続性への配慮があ る。 ( 元医学生理学賞事務局長 ) 

  物理学賞は極めて「スペシフイックな 成果」に与えられる 傾向があ る。 スペシフ 

ノックとは、 プラスとマイナスの 符号の違いにより、 全く違 う 結論になるが、 そ 

のような成果ということ。 ( 物理学賞事務局長 ) 

  物理学賞は「最初であ ること」がとても 重要。 委員は最初が 誰かを突き止めるの 

に精力を使っている。 ( 物理学賞事務局長 ) 

  選考の秘密が 漏れたという 経験はない。 漏らした研究者は 学界から永久に 排除さ 

れる。 平和賞は政治家だから 知らないが。 ( 物理学賞事務局長 ) 

  物理学賞はインパクトが 重要 ( 物理学賞事務局長 ) 

  化学賞では、 「ドアを開く」 研究が重要。 ノーベル賞は 筆に授与するものだが、 

その分野の発展と 相互に関係があ る。 あ る科学的な発見が 本当に最初なのかを 見 

逃す訳にはいかない。 本当にパイオニアかを 精査する。 ( 田中氏の授賞に 言及し 、 ) 

正にそれがノーベル 委員会の仕事。 ( 化学賞事務局長 ) 

  ノーベル賞は 「最高の発見」 に与えられるべきもの。 ( 医学生理学賞事務局長 ) 

  選考プロセスが 秘密 ( 5 0 年後に公開 ) は、 選考に関わる 人が友人や同僚の 影響 

を受けずに、 真実の意見を 言 うよう にするためのものであ る。 ( 医学生理学賞 事 

務 局長 ) 

  最近は学際的な 研究が増えており、 物理学賞、 化学賞、 生物学賞の事務局長の 間 

で 年数回は連絡をとりあ ぅ 。 ( 各賞事務局長 ) 

  いかなる政府、 団体からも選考は 独立している。 また、 選考に関する 情報が事前 

に グループ法人に 与えられることはない。 ( ノーベル財団専務理事 ) 

0 授賞式 

  授賞弍の招待者は 各授賞機関からの 推薦をもとに 財団が調整して 決める。 受賞者 

の家族は、 夫人及び 6 歳以下の子供は 負担したと思 うが 、 それ以外は受賞者の 推 

薦枠 であ っても自己負担となる。 ( ノーベル財団専務理事 ) 

  グループ法人のスポンサ 一のために授賞式、 晩餐会の席を 用意している。 ( / 一 

ベル・ ウェブ 社 社長 ) 

0 グループ法人の 事業 

  ( 以前は普及啓発事業に 熱心でなかったが、 方針変更があ ったのかという 問いに 

対し、 ) そのように考えて 差し支えない。 ( ノーベル財団専務理事 ) 

  グルーブ法人 4 社の事業には 適正な枠がはめられており、 ノーベル賞の 名称の使 

用も同 4 社に限定されている。 ( ノーベル財団専務理事 ) 

  ノーベル・ウェブ 社は、 ノーベル賞ウェブサイトの 運営の他、 スポンサーを 得て 

ノーベル賞を 素材とした教育支援プロバラム ( ゲーム等 ) の製作を行っている。 
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( ノーベル ・ クエ フネと ) 

  ノーベル博物館は、 スウェーデン 政府が建物を 建設し、 ストックホルム 市が光熱 

八科等の維持費を 負担することで、 新博物館を建設する 予定。 ( ノーベル博物館 

長 ) 

0 日本へのメッセージ 

・ 「ノーベル賞 5 0 午で 3 0 人」という目標については、 誤解を招くおそれがあ る。 

日本政府がロビー 活動をしているとは 思わないが、 ふさわしくないのではないか。 

日本国内で予算獲得のための 目標としては 理解できるが、 財団としては 苦言を呈 

さね ば ならない。 ( ノーベル財団専務理事 ) 

  「ノーベル賞 5 0 年で 3 0 人」 という目標については、 日本は研究の 面で優れた 

国 であ り、 ノーベル賞に 関心を持ってもら ぅ のは良いことだ。 しかし、 誤解を招 

くような記述は 賢くないのではないか。 ( 物理学賞事務局長 ) 

  基礎研究を忘れないで 欲しい。 これを支える 学校制度も重要 " ( 化学賞事務局長 ) 

  客員研究員など、 日本の博物館等とのスタッフの 交流を拡充したい。 また、 日本 

企業からの寄付に 期待したい。 ( ノーベル博物館長 ) 

0 その他 

， 新しい賞の創設は 考えていない。 ( ノーベル財団専務理事 ) 

  発表の際の各国語訳は ポスドク など委員が個別に 探してくる場合が 多い。 秘密が 

漏れたことはない。 ( 化学賞事務局長 ) 

4 . 考察 

ノーベル賞は 世界的な有名な 賞であ るが、 その具体的な 選考プロセスやバループ 

法人の活動などは 我が国では知られていない。 今回の関係者へのインタビューを 通 

じて、 ノーベル賞の 実情が多少なりとも 明らかになった。 今後は、 機会をとらえて 

更なるインタビューを 行い、 得られた情報の 体系化を行っていきたい。 
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